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地元小学生が『トンネル内装板（タイル）張り
作業の体験学習』をしました

１０月６日（金）及び１１日（水）の２日間で、地元山田町の山田南小学校、豊間根小
学校、荒川小学校、山田北小学校及び大沢小学校の５校の児童１０３名が、開通を１ヶ月
余に控えた（仮称）山田第２トンネル内でトンネル内の仕上げ工事として、内装板（タイ
ル）張り作業の体験学習を行いました。

タイルは、表面に、山田町の町章と各学校の校章が描かれ、裏には児童の思い思いの言
葉を書き込んであります。作業体験の開始前に建設監督官から復興道路の事業目的や開通
効果などの説明を受けた後、トンネルの壁にみんなでタイルを張りました。開通後は、ト
ンネルの中に自分達の思いを綴ったタイルがあることは、ご家族や地域の思い出となり、
また三陸沿岸道路を走るたびに思い出し、話題になり、道路にも愛着を持っていただける
ものと思います。
三陸国道事務所では、今後も地域とともに事業を進めるための取り組みを行っていきます。

荒川小学校の皆さん 豊間根小学校の皆さん 山田南小学校の皆さん

大沢小学校の皆さん 山田北小学校の皆さん 木村監督官による事業説明

内装板（タイル）張り作業の状況 張った内装板（タイル）


